
令和８年 ７月２４日

令和７年度 特別の教育課程の実施状況等について

１．特別の教育課程の内容

（１）特別の教育課程の概要

本市全小学校において、平成１５年度より取り組んできた英会話学習の内容と外国語活動・外

国語科の内容を関連づけた独自の年間指導計画を作成し、「話すこと」「聞くこと」に特化した

指導を行うことで、英語によるコミュニケーション能力の育成を図る。

必要となる教育課程の基準の特例については、「教育課程特例校編成の基本方針等につ

いて」を参照。

２．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況

○・ 計画通り実施できている

・一部、計画通り実施できていない

・ほとんど計画通り実施できていない

（２）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況

○・ 実施している

・実施していない

（３）自校における評価

＜職員アンケートの結果から＞

栃木県

学 校 名 管理機関名 設置者の別

足利市立北郷小学校 足利市教育委員会 公立
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思う

どちらかというと
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英語によるコミュニケーション

の基本的な能力につながっ
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2２.２ % 6６.７ % １１.1 %

英語に慣れ親しむことにつな

がっている。
３８.９ % ５０.０ % １１.1 %

外国語や外国の文化に対す

る興味関心が高まっている
４４.４ % ３８.９ % １６．７ ％



（４）学校関係者による評価

＜児童＞ ① ＝ Ｒ7年度の 1年生

・「英会話学習や外国語活動、外国語の授業は楽しい。」の質問に、肯定的な回答が 9割以上で

あった。英会話学習を楽しみにしている児童が多い。1年生は全員が楽しいと感じていた。

・「先生や友達の英語を聞いて､だいたいの内容が分かる。」の質問に、「分かる」「だいたい分か

る」に回答した児童は９割近くであり、R6 年度よりも向上している。

・学年が低いほど、日本と外国の文化や生活に興味をもち、また、もっと英語を知りたい、学びたい

児童がいることがうかがえた。

＜保護者＞

・1年生から英語に触れる機会があるため「英語に慣れ親しんでいる」と感じている保護者はR7

英会話の学習は楽しい。 楽しい

① ２４．２ ％

② ２２．２ ％

③ ２６．０ ％

④ ２５．４ ％

⑤ ３０．９ ％

⑥ ３４．５ ％

少し楽しい

① ７５．８ ％

② ７５．９ ％

③ ６７．１ ％

④ ７２．９ ％

⑤ ６３．６ ％

⑥ ５１．７ ％

あまり楽しくない

① ０ ％

② １．９ ％

③ ６．８ ％

④ １．７ ％

⑤ ５．５ ％

⑥ １３．８ ％
ALT や EAA の先生、友達の

英語を聞いて、だいたい何を

言っているか分かる。

わかる

① ４５．７ ％

② ２９．６ ％

③ ２１．６ ％

④ ３１．７ ％

⑤ ２７．３ ％

⑥ ３２．８ ％

だいたいわかる

① ５１．４ ％

② ５５．６ ％

③ ６０．８ ％

④ ６５．０ ％

⑤ ６１．８ ％

⑥ ５１．７ ％

あまりわからない

① ２．９ ％

② １４．８ ％

③ １７．６ ％

④ ３．３ ％

⑤ １０．９ ％

⑥ １５．５ ％
外国語や外国の文化に対す

る興味関心が高まっている。
たくさん知りたい

① １７．１ ％

② ２５．９ ％

③ ３１．１ ％

④ ２５．０ ％

⑤ ２５．５ ％

⑥ ２５．９ ％

知りたいことがある

① ７１．４ ％

② ６３．０ ％

③ ３６．５ ％

④ ４０．０ ％

⑤ ３８．２ ％

⑥ ３４．５ ％

とくにない

① １１．４ ％

② １１．１ ％

③ ３２．４ ％

④ ３５．０ ％

⑤ ３６．４ ％

⑥ ３９．７ ％

大いに思う どちらかというと

思う

どちらかというと

思わない

あまり思わない

英語によるコミュニケ

ーションの基本的な能

力につながっている。
３２．１ ％ ４４．８ ％ １３．４ ％ ９．７ ％

英語に慣れ親しむこと

につながっている。 ３５．８ ％ ５１．５ ％ ７．６ ％ ５．１ ％
外国語や外国の文化

に対する興味関心が高

まっている
２４．６ ％ ５０．０ ％ １７．２ ％ ８．２ ％



年度も約 9割であった。

・保護者の記述アンケートでは、

「幼稚園でも英会話学習が始まっており、第 1学年からの実施は賛成。日常的に英語に慣れ親し

むことができ、発音の恥ずかしさもなく、アウトプットもしやすくなると思う。」

「これからの社会に必要。もっと英語に触れさせてほしい。」

「もう少し学習時間があったほうがいいと思う。」

「英語へのハードルが下がり、日常のちょっとした場面で英語が出たりと楽しんでいるように思う。」

「英語でのコミュニケーションが積極的にできるようになってほしい。」

「日本語以外の言語を話すことを恥ずかしがらずにできるようになるような、ALT の先生とのコミ

ュニケーションを取る時間を増やしたり、英語に触れる機会が多くなるとよいと思う。」

「日本語と英語の発音の違い、ローマ字と英語の違いなどたくさん学んでほしい。」

「授業参観等で見てみたい。」 などの意見があり、英会話学習への期待が大きい。

３． 実施の効果及び課題

・北中学校区3校合同での英語チャレンジDAYに、意欲的に取り組んでいた。また、英語チャレン

ジDAYをきっかけに、会話中にリアクションが出たり、会話（やりとり）が長く続いたり、日常でも英

語を使う姿が見られたり、興味・関心の高まりがあった。

・ALT や EAA に親しみ、学習を楽しむ様子が見られた。また、授業以外でも、会ったときに児童か

ら挨拶をしたり話しかけたり、質問をしたりする様子も見られた。

・児童へのアンケート「外国のことで知りたいことはありますか」の質問に対して、「いろいろな国の

食べ物が知りたい」「外国の一日の生活が知りたい」「外国の授業や学校生活が知りたい」「外

国の行事（独立記念日など）が知りたい」と、日本と外国の文化の相違点に興味をもつ児童が多

いことが分かった。

４．課題の改善のための取組の方向性

・低学年児童の「外国について知りたい、英語を学びたい」という思いを大切にし、早期の英語教

育が、早期の英語嫌いを生み出すことにつながらないよう、五感を使って楽しく慣れ親しむことが

できるようにする。児童とのやり取りと、言葉は使いながら使えるようになるという意識を大切にし

ていく。

・学年が上がるにつれ、英語に対する苦手意識を持つ児童がふえてきている。その解決策の 1つ

として、高学年での文字に触れる活動の前に、低中学年で音をたくさん聞いてたくさん使う経験を

させたい。音声で十分に慣れ親しんだ英語と文字を結びつけさせたい。

・英語の知識を詰め込むのではなく、「何のために誰に伝えるか」という目的・相手意識（コミュニ

ケーションの必然性）を体験させたい。そして、中学・高校での本格的な 4技能学習へのスムーズ

な接続と主体性を育みたい。

・会話場面を想定した掲示物や、英語チャレンジ DAY で用いた活動の掲示物を貼る、朝の会や

音楽の授業、給食の放送等で英語の曲に触れるなど、校内の環境を整える。

・タブレットを有効に活用していく。


